
 

 

 

 

 



【予想の方向性】 

今回開催の中山は、過去に例を見ない程に路盤が良好で、 

東京並みの上り時計が出る「超高速設定」となっております。 

 

つまり、このレースも過去の傾向があてに出来ず、 

直近のトレンド血統を重視する方向で考えております。 

 

トレンドはロベルト系とパワータイプのディープ系、 

ゴールドシップ産駒にも注目です。 

（該当馬はトレンド血統欄に印を付けています） 

 

枠順傾向としては、８枠が不利ですが 

先行出来るタイプは割引は不要と見受けられます。 

 

「高速実績/前走傾向」の欄では、 

高速馬場での勝利実績と、京成杯過去１０年の 

「前走クラス＋着順（脚質含む）」による好走傾向を 

そのまま評価対象としております。 

 

【前走傾向】 

前走が新馬戦・未勝利戦だった馬の場合は、 

前走で上り２位以内、最低でも上り３位の末脚を使えていないと 

勝ち負けに加わるのは難しいでしょう。 



特に前走で先行しつつ上り上位の末脚を使えた馬に注目です。 

 

前走が条件戦の場合は、そのレースで３人気以内で 

３着以内に走っていた事が必須とも言える傾向が出ております。 

 

 

【予想見解】 

 

◎１５番ジュンゴールド 

父：エピファネイア（ロベルト系） 

母父：ゼンノロブロイ（Ｔサンデー系） 

祖母父：欧ブラッシンググルーム系 

従兄弟にダービー馬で皐月賞２着、弥生賞勝ちのマカヒキ。 

半兄に東スポ杯２歳Ｓ３着のジュンブルースカイ。 

 

前走は高速馬場で逃げて上り最速の圧勝。 

それも普通に走ったらスピードの違いで逃げていたもの。 

ここではモノが違う可能性大。 

 

 

○２番バードウオッチャー 

３冠牝馬アパパネの仔。 

新馬戦でのルメール殿の評価が高かった馬。 



人気でも逆らいにくい印象です。 

 

 

▲８番ハヤテフクノスケ 

父：ウインバリアシオン（ハーツクライ系） 

母父：シンボリクリスエス（ロベルト系） 

 

中山重賞を得意とする牝系ファミリー出身で、 

父も中山重賞の上位常連馬でした。 

 

 

★１２番グローリーアテイン 

父：ヴィクトワールピサ（Ｔサンデー系） 

母父：マンハッタンカフェ（Ｔサンデー系） 

 

１月の当コースではヘイルトゥリーズン系同士の 

配合馬が大挙して好走している状況です。 

 

新馬戦は東京の高速馬場を 

基準タイムより０秒２速い勝ち時計で上り最速勝ち。 

 

 

☆１１番マイネルフランツ 



父：ゴールドシップ（ステイゴールド系） 

母父：ロージスインメイ 

 

ラフィアンの所有馬（マイネル軍団）は 

中山重賞では馬券に入れましょう。 

 

 

注１３番ドレイクパセージ 

父：ドゥラメンテ（キングマンボ系） 

母父：米ヒムヤー系 

アルゼンチン牝系なので、高速馬場が追い風になるかも。 

 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・ワイド・３連複４頭ボックス 

２番・１２番・１４番・１５番 

 

くまもん馬券 

複勝１２番 

ワイド １２－２・８・１１・１３・１５ 

 

馬単 １５→２・６・８・１１・１２・１３・１４ 



 

３連単フォーメーション１８点 

１５⇔２→６・８・１１・１２・１３・１４ 

１５→６・８・１１・１２・１３・１４→２ 


